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3. 'passion' (情熱)と'Passion'(受難) -Tess ofthe d'UrbeTvIlles (1891)を通してー
第 4章 'NewWoman'と'NewMorality' 
1.ハーディの f新しい女J-Jude the Obscure (1895)のSue-
2. 19世紀小説のtre-vision3としての The円台加均1(1969) 





2. The RetuTn ofthθλTative (1878)の Eustaciaの創造






















己矛盾を指摘する。第 3項では、第2項で扱った .faneEyreから 120年を経て警かれた 20世紀の小









項で筆者は再びブロンテの作品 VjJ Jet teを取り上げて、この変化は小説の中に、特にヒロインの自
己表現と自己抑圧の措抗状態を通して明示されていることを論証している。ブロンテは小説の最後
で、ヒロインに愛を失わせる一方で自立は達成させる。この悲喜こそが当時の女の過酷な現実であっ
たと筆者は指摘する。第 3項ではハーディの名作『テス』を取り i二げる。ハーディは読者にヒロイ ン






第 4輩では2つの小説と 1つのジャーナルを取りヒげる。こ こで問題にされる小説のヒロインや、
ジャーナルの主筆マースデンは、以前のヒロインたちが解決できなかった性の問題を乗り越えようと
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論文題 名
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請者は 1989年にヨーク大学大学院から MAを授与されている。上記申請論文は、在外研究以後 20
年余の聞に、研究が更に深められ、揺るぎないライフ・ワークとなって結実していることを明示する
内容であった。
申請論文は A4販ワープロ用紙で 249枚。 400字詰め原稿用紙に換算して 611枚の大作である。主
としてブロンテ、ハーディ、 ドラブルの三人の作家を取り上げ、それぞれから 3作品、合計 9作品
を選んで論じているが、これら以外の作家や作品も考祭の対象にされ、申請・者の文学への造詣の深さ
を示している。英文学を代表すると記の大作家たちに関して、申請者は、三人三様の特色を把握した
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読した後、 2月 2日に公開の口頭、試閉会 (90分)を開いた。
主査・甲元が学位申請に至る経過を説明し、研究発表・活字論文の本数など、申請に必要な条件を






見が述べられた後、性道徳の分析について、特に TheCriminal Law Amendment Actに関連する女
性の保護と自由の侵害という表現についての疑義が呈された。 また The 砂~terfall という作品の結末
に対する疑問が述べられた。福岡副査からは、文言について幾つかの厳しい指摘があり、続いてハー
ディ作品に的を絞り、内容解釈に関して、あるいは作者自身の思想について鋭い質問が幾つも投げか
けられた。
各委員の質問に対する申請者の受け答えは非常に明確でわかり易く、揺るぎない研究に裏打ちされ
て説得力に'富むもので、あった。質疑応答を通して、論文には書ききれなかった筆者の知識も披露され、
ここに至るまでの着実な研究の過程が自ずと明らかになった。よって 3名の審査委員は博士(英語
英文学)の学位授与に十分髄する論文であるということで意見の一致を見た。
